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技術・家庭科（家庭分野）学習の手引き ＜１年＞

【家庭分野の目標】

⑴ 家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活

の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

⑵ 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実

践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これからの生活を展望して課題を解

決する力を養う。

⑶ 自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の

実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

月 単元・題材 学 習 活 動

４ 〇ガイダンス ・小学校の学習内容を振り返り，３年間の学習の見通しをもつ。

〇自分の成長と家族・ ・中学生として，望ましい家族とのかかわり方を考え，話し合

家庭 う。

４ 〇衣服の選択と手入れ ・衣服の社会生活上のはたらきについて理解する。

５ ・TPOに合った着用や自分らしいコーディネートを考える。

・衣服を選ぶ際のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄを理解する。

・衣服の表示の見方を理解する。

６ ・布の成り立ちと，繊維の特徴を理解する。

・衣服の手入れの方法を理解し，染み抜きを適切に行う。

・衣服と資源･環境とのかかわりについて考える。

７ 〇生活を豊かにするた ・手縫いの基礎・基本を理解し，練習する。（並縫い・まつり縫

めの布を用いた物の い・スナップ付け）

製作 ・ミシンの基礎・基本を理解し，練習する。

８ ～アップサイクルで ・アップサイクル（価値のあるものに高め再利用する）につい

９ オリジナルのエプロ て理解する。

１０ ンを作ろう～ ・着なくなった衣服等を活用した，自分らしいエプロンのデザ

１１ インを考える。

１２ ・適切な縫い方を理解し，用具を安全に取り扱い，エプロンを

作る。

１ 〇ここちよく安全な住 ・住まいのはたらきについて理解する。

まい ・間取りと住空間の使い方について考える。

・幼児・高齢者の家庭内の事故を防ぐ方法について考える。

・住まいの安全性（空気環境・防火・防犯対策）について考え

る。

２ ・災害への備えについて考える。

・バリアフリーとユニバーサルデザインについて理解する。

・住居と資源や再生可能エネルギーについて考える。

３ 〇持続可能な衣・住生 ・１年間のまとめをして授業を振り返る。

活 ・SDGｓと衣・住生活について考える。
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【評価観点のポイント】

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・家族・家庭の基本的な機能 ・TPOに合った自分らしいコーデ ・よりよい衣生活・住住活の実

について理解している。 ィネートについて考え，工夫し 現に向けて，課題の解決に主

・衣服のはたらきを理解して ている。 体的に取り組んだり，振り返

いるとともに，適切に選択 ・着なくなった衣服の活用につい って改善したりして，生活を

できる。 て，製作に向けて計画し，工夫 工夫し創造し，実践しようと

・衣服の手入れの方法を理解 し，評価したり改善したりして している。

しているとともに，適切に いる。

手入れができる。 ・住まいの安全性について，問題

・適切な縫い方を理解し，エ を見いだして課題を設定し，解

プロンを縫うことができ 決策を考え，工夫している。

る。

・住まいのはたらきや安全対

策を理解しているととも

に，住まいを安全にするた

めの対策ができる。

【評価の方法】

評価の観点 評価の場面

知識・技能 筆記テスト，授業中の観察，発言・発表，提出物（プリント等）の記述

内容，作品，実技テスト

思考・判断・表現 筆記テスト，授業中の観察，発言・発表，提出物（プリント等）の記述

内容，課題レポート

主体的に学習に取り組 授業中の観察，発言・発表，提出物（プリント等）の記述内容，課題レ

む態度 ポート，作品，忘れ物，服装

【準備物等】

基本的には「３点セット」です。 ※教室保管可

① 教科書（開隆堂） ② ファイル（A４ファイル，3年間使用可） ③ ワーク（３年間使用）

④ その他，裁縫セットなど，必要に応じて持ってきます。

【教材費・実習費について】

エプロンセットを，８月ごろに業者を通して購入してもらいます。

※１０００円程度の予定です。


